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　対観表は聖書写本に加えられた四福音書の共通箇所の対照一覧表であり、枠の内外に描かれる
福音書記者の肖像などの装飾は、美術史の研究対象となっている。その内部に並ぶ数字は、コン
コーダンスとして活用されるべく独自に章分けされた通し番号で、それらの配置を精査すること
で写本間の影響関係を探る研究がある（マックガーク）。本稿で扱う『960 年聖書』の対観表は、
特徴的なページ構成や福音書記者表現の多様さの点でも注目されるが、番号表記の正確さも早く
から指摘されていた（フレンド）。その番号の配置は、同時代の周辺作例を受け継ぎながら、改
めて校訂された痕跡を止めている。本稿では、この対観表の番号においても、『960 年聖書』が
入念に作成されていることを指摘したい。
1.　問題の所在
　奥付の銘文に 960 年の年記が記された、レオンのサン・イシドーロ聖堂に伝わる聖書写本（『960
年聖書』Archivo Capitular de la Real Colegiata de San Isidoro de León, Cod. 2）は、10 世紀イ
ベリア半島ばかりか、西欧初期中世キリスト教美術を代表する貴重な作例の一つである。新約と
旧約を収めたラテン語テキストに、ウルガタ訳以前の古ラテン語を多く含むことに加え、100 点
余りの挿絵が施されているのは、他に類をみない特異な遺例である。美術史学においては旧約挿
絵の図像学的な分析により、ピレネー以北のカロリング朝や古代末期の地中海世界の写本挿絵か
らの影響が指摘されたが、比較作例が乏しいことを決定的な理由として、写本作例の状況や伝播
系統を推定するのは、はなはだ困難である。挿絵の図像成立の経緯も謎につつまれているなかで、
新約聖書冒頭に置かれた全 17 ページ（ff.396v-404v）にわたる福音書の対観表（Canon Tables）1
1　対観表はマタイ福音書を中心に福音書の記述内容の類似箇所をまとめたアンモニウスの著作に影響を受けたカエサリ
アの司教エウセビオス （263 – 339?） によって作成された。 アンモニウスの著作は同朋のキリスト教徒カルピアノスに宛て
た手紙をもとに、 ギリシア語からラテン語、 シリア語、 コプト語、 ゴート語、 アルメニア語に多く写された 。 エウセビオスは、
福音書を細かく分け （マタイ 355、 マルコ 233、 ルカ 342、 ヨハネ 232）、 それに通し番号をつけて、 その数字を並べる
ことで共通箇所を併記させる表を考案した。 そこでは対観表は 10に分けられ、 第 1の対観表には、 四福音書に共通の
箇所が比較され、 マタイの右にマルコ、 ルカ、 ヨハネの順に配置して番号が並べられる。 第 2から第 4の対観表は 3つ
の福音書に共通するが、 第 5から第 9の対観表では、 2つの福音書に共通する語句が比較される。 そして第 10の対観
表には、 それぞれの福音書のみに固有の番号が配置される、 という構成である。 表の左端に置かれた福音書を基準に、
この番号が時系列的に並べられ、 隣り合う列の行を辿ることにより、 それぞれの福音書の共通箇所を参照するのが目的
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はとくに注目される。アーチ型の枠に入念な装飾が加
えられ、福音書記者の表現は多種多様である（図 1）。
執筆者は、美術史研究の視点から、これらの福音書記
者像の表現と、福音書の内容を示す対観表の番号との
関連性を考察するうえで 2、『960 年聖書』の対観表に配
置された番号の特徴を見出した。本稿は、それらの特
徴を周辺写本と比較しながら詳述し、同写本の対観表
成立において複数の写本が参照された可能性を指摘す
るものである。
2. 　『960 年聖書』と対観表研究
　『960 年聖書』の体裁は、現状で縦 47.5cm、横
34.5cm、厚さ 8.2cm、全 517 葉、テキストは西ゴー
ト文字で1ページに2コラム、各51行で記されている。
f.514 に最終ページであることを示す大文字オメガのイニシャルに付して、写字生で挿絵師のサ
ンクティウス Sanctius とその師フロレンティウス Florentius の名がある。前葉（f.513v）に、年
記を含む銘文があり、そこに XIII  klds （kalendas）ils（Julias） era DCCCCLXLVIII（998 年＝西
暦 960 年 6 月 19 日）の日付が認められる。制作地はフロレンティウスが属したバレラニカ修道
なのである。 こうした対観表は、 ページのなかでは教会建築のアーチを模した柱の間に構成 ・配置されて一覧に供され
た。 その枠であるアーチのタンパンにあたる部分に各福音書記者の名やシンボルを描いて福音書を区別した。 柱も含め
て、 枠の部分には、 植物や幾何学文様、 動物文様などで装飾されるのが一般的であった。 このようにして作られた対観
表は、 聖書写本のなかでも、 福音書の冒頭に置かれた。 広く西欧では紀元 1000年頃までは、 この対観表が、 他に描
かれた福音書記者像の肖像や写本冒頭のイニシャルに並ぶ、 主要な装飾であった。 しかし、 13世紀に入り、 新たな章
分けが導入されたパリ大学の編纂する聖書が流通するにつれ減少した。 R. M. Metzger, The Text of the New Testament, 
Its Transmission, Corruption, and Restoration, New York, 1992 （Metzger 1992） （vgl. die - veraltete - deutsche 
Ausgabe, Der Text des Neuen Testaments. Eine Einführung in die neutestamentliche Textkritik, Stuttgart, 1966, 24） ; C. 
Nordenfalk, Die spätantiken Kanontafeln, Kunstgeschichte Studien über die eusebianische Evangelien-Konkordanz in der 
vier ersten Jahrhunderten ihrer Geschichte, 2 vols., Güteborg 1938. （Nordenfalk 1938） ; J. Strzygowski, G. Millet and 
C. Senechal （eds.） , L›ancien art chrétien de Syrie : son caractère et son évolution d› après les découvertes de Vogüé et de 
l›expédition de Princeton : la façade de Mschatta et le calice d›Antioche: la façade de Mschatta et le calice d›Antioche, Paris 
1936, 73-74; 辻佐保子 ｢ 『ラブｰラ福音書』 対観表の文様構成」 （『中世写本の彩飾と挿絵 : 言葉と画像の研究』 岩波書
店 , 1995, （『武蔵野美術大学研究紀要』 ２、 1964） 45-117, esp., 52-53.
2　福音書記者像を中心とした対観表装飾については拙稿「レオンの『九六〇年聖書』写本の対観表装飾——福
音書記者像表現を巡って」『美術史』 165 冊、　2008 年 10 月、   147 － 161 および、「レオンの『九六年聖書』の対
観表研究」（早稲田大学大学院文学研究科　博士学位請求論文、2009 年 10 月提出）において詳述した。
図 1　『960 年聖書』第１の対観表、f.396v
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院（ブルゴス近在）と推定されており、おそらく 12 世紀までに、レオンの王の下に移された 3。 
その後、18 世紀に遡る記録が残る。『960 年聖書』が美術史研究の見地から注目されたのは、19
世紀末である 4。以降、1922 年にノイスのカタルーニャ聖書写本研究で触れられたのを皮切りに、
『960 年聖書』は 20 世紀前半の西欧聖書研究の中でたびたび取り上げられた 5。しかし挿絵を中心
とした本格的な美術史の研究がなされたのは 1960 年代で 6、最初のモノグラフ研究は、1962 年の
ウィリアムズによった 7。ウィリアムズは全ての挿絵の図像分析を行い、その後、『960 年聖書』と
同系統の 12 世紀および 13 世紀の聖書写本と比較しカロリング朝、とくにトゥール派の影響を中
心に、それらの原型＝モデルとなった写本を推定した 8。1997 年にスペインでこの写本のファクシ
ミリが刊行されたのを機に、同書に歴史学、古文書学、美術史学、写本学の各分野による 20 の
研究成果が寄せられた論文集 »Codex biblicus legionensis : Veinte estudios» が付された。そのな
かで挿絵研究は、図像学的な見地から総合的に写本の伝播関係を探るよりも、イニシャル装飾、
3　J.P. Llamazares, Catálogo de los Códices y documentos de la Real Colegiata de San Isidoro de León, León 1923, 18-24; F.J. 
Pérez de Urbel, Ricardo del Arco y Garay (eds.), Historia de España VI:Comienzo de la Reconquista 711-1038, Madrid 
1982, 138-148, 219-229 esp., 142, 223; M. Risco, La ciudad y corte de León, 1792, vol.1, 183, 186-193, 201-205.
4　A. Rodrigo de los Ríos y Villalta, "Página de una Biblia del siglo X que se conserva en el archivo de San Isidoro 
de León", Museo español de antigüedades, IX, 1881, 521-532.
5　W. Neuss, Die katalanische Bibelillustration um die Wende des ersten Jahrtausends und die altspanische Buchmalerei, 
Bonn und Leipzig 1922.; F. Mütherich, Karolingische Buchmalerei, München 1976; A. I. Suárez González, A propósito 
de la correctión en manuscritos latinos medievales. Artifices, objectivos y procedimientos de corrección en los Códices 
III.1III2.III3.s y IV （3vols.）esp., III2; Ead., «Arqueología del códice», Codex biblicus legionensis : Veinte estudios（Veinte 
estudios）, León 1999, 87-110; Silva y Verástegui, La miniatura en el Monasterio de San Millán de la Cogolla: Una 
contribución al estudio de los códices miniados en los siglos XI al XIII, Logroño 1999, 250-261; W. Koehler, Karolingische 
Miniaturen I, Die Schule von Tours, Berlin 1933, 192; W. W. S. Cook, «The Earliest Painted Panels of Catalonia»,（II） 
The Art Bulletin, VI（1923）,  31-60; Id., «The Earliest Painted Panels of Catalonia»,（V） The Art Bulletin, XI（1928）, 
279-288; M. Churruca, Influjo oriental en los temas iconográficos de la miniatura española, siglo X al XII, Madrid 1939; H. 
Schlunk, «Observaciones en torno al problema de la miniatura visigoda», Archivo español de arte, 71,（1945）, 241-
65, esp., 264.
6　P. Galindo, «La Biblia de León del 960» , Gesammelte Aufsätze zur Kulturgeschichte Spaniens, 16（1960）, 37-76; J. 
C. Aznar, «La miniatura española en el siglo X», Gesammelte Augsätze zur Kulturgeschichite Spaniens, 16（1960）,  I, 
16-36; E. Gómez Moreno, «Las miniaturas de la Biblia Visigotica de S.Isidoro», Archivos Leóneses, 15（1961）, 77-
85; J. Guilmain, «Some Observations on Mozarabic Manuscript Illumination in the Light of Recent Publications», 
Scriptorium, 30（1976）, 183-191; Id., «Zoomorphic Decoration and the Problem of the Sources of Mozarabic 
Manuscripts», Speculum, 35（1960）, 17-38; Id., «On the Chronological Development and Classification of 
Decorated Initials in Lain Manuscripts of Tenth-Century Spain», Bulletin of the Rylands University of Manchester, 63
（1981）, 369-410.
7　J. Williams, Illustrations of the León Bible of the Year 960 : an Iconographic Analysis（Ph.D.）, University of 
Michigan, 1962（Williams 1962）.
8　Id., «A Model for the León Bibles,» Madrider Mitteilungen, 8（1967）, 281-286; Id., «A Contribution to the 
History of the Castilian Monastery of Valeránica and the Scribe Florentius», Madrider Mitteilungen, 11（1970）, 
231-248. 
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武具や美学、衣装、建築様式などの細分化された図像分析が試みられる傾向があった。結局、図
像の伝播や写本制作上の影響関係に関してはウィリアムズ以降、もっとも近年の総合的な研究書
においてすら、著しい成果が見られていないのが現状である。
　『960 年聖書』のテキストは、9 世紀のイベリア半島で制作された聖書写本（『カーバ聖書』
Cavensis, La Cava dei Tirrenii, ms.memb.I）に次いで、最も古い形をとどめているとされ 9、古文
書学や聖書の本文批評、とりわけウルガタ訳聖書の研究において、スペインの聖書写本は非常に
重要な位置を占めている 10。『960 年聖書』のテキストは、ウルガタ訳のテキストにはいわゆる古
ラテン語 Vetus Latina11 から採られた本文に加えて、序文、欄外註も多数混じっている 12。これら
の混在するテキストは、先行研究において、すでにセビーリャのイシドルスが校訂した聖書（625）
や、それに先立つペレグリヌスのテキストによるものと予測されている 13。とくに注目すべきな
のは、スペイン系の写本伝統と関わりが薄いとされてきた 14 アルクィンやテオドルフらの編纂し
9　O. García de la Fuente, «El Codex Biblicus Legionensis y la introducción de la Vulgata en España», Veinte 
Estudios, 269-279, esp., 270-272.
10　G. W. H. Lampe（ed.）, "The West from the Fathers to the Reformation", The Cambridge History of the 
Bible II, Cambridge 1969, 120. イベリア半島はピレネー山脈や南のイスラム勢力などに囲まれ、テキストの混
交が少ないと考えられた。ヒエロニムスによる書簡も残されており、オリジナルに近いウルガタテキストの探
求がなされた。この古いテキストは、16 世紀末には注目され、『960 年聖書』の旧約聖書の前半部分がヴァティ
カンに送られている。T. Ayuso, La Vetus Latina Hispana, Origen, dependencia, derivaciones, valor e influjo universal.I: 
Prolegómenos. Introducción general, estudio y análisis de las fuentes, （Ayuso 1953）, Madrid 1953, 354-355.
11　古ラテン語は七十人訳聖書 Septuagint からのラテン語訳であり、ウルガタ訳聖書が各地に広まる 7 世紀
頃まで地方で使われ続けていたと考えられている。C. Morano Rodríguez, "La Historia Textual de las Glosas 
Marginales de Vetus Latina del Codex Gothicus Legionensis", Veinte Estudios, 281ff.
12　B. Fischer, «Algunas observaciones sobre el ‘Codex Gothicus ’ de la R.C.de S. Isidoro en León y sobre la 
tradicion española de la Vulgata», Archivos Leoneses, 15（1961）5-47, esp., 20ff.
13　ペレグリヌスはその存在が疑問視されてもいるが、おそらく五世紀半ばにスペイン北部で活躍した人物で
ある。T. Ayuso, «La Biblia visigótica de San Isidoro de León», Estudios Bíblicos, 19, （1960）（Ayuso 1960）, 5-24, 
167-200, 271-309; B. Fischer, «Algunas observaciones sobre el ‘Codex Gothicus ’ de la R.C.de S. Isidoro en León y 
sobre la tradicion española de la Vulgata»,  Archivos Leoneses, 15（1961）（Fischer 1961）, 40-47. アユソが一貫して
ペレグリヌスの影響関係を指摘していたが、フィッシャーはこれについては否定的である。Ayuso 1953, 378-379; 
D. de Bruyne, «Étude sur les origines de la Vulgata en Espagne,» Revue Benedictine, 31（1914-1919）, 384-385.
14　R. Loewe, «The Medieval History of The Lation Vulgate», The Cambridge History of the Bible II, 1969, 102-105; 
Lampe, op.cit., 120-125; García de la Fuente, op.cit., 269; L. Light, «Versions et revisions du texte biblique»; P. Riche 
and G. Lobrichon （eds.）, Le Moyen Age et la Bible, Paris 1984, Bible de tous les temps 4, 5593, esp., 66, 68. ライトは
10 世紀から 12 世紀のスペインの聖書写本はウルガタ研究にふさわしい作例としている。テキスト研究のなかで
は、ベルジェ、クェンタンらが、『960 年聖書』は『トゥールのモーセ五書』と『カーバの聖書』と共通点があっ
て、半島南部のアル・アンダルスに由来する写本とはテキストを異にするとした。S. Berger, Histoire de la Vulgate 
pendant les premiers siècles du moyen âge, Mémoire couronne par l›Institut, 1893; Quentin, op.cit., 298-384, esp., 299; M. 
Gómez Moreno, Arte Mozárabe, Ars Hispaniae, III, Madrid 1948, 394-396. アユソはスペイン写本全体にペレグリヌ
スの影響を指摘した。フィッシャーはこれに反論し、9 世紀から 10 世紀初頭のアル・アンダルスに起源の一つ
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た聖書写本との関連性が指摘される点である。テキスト本文やこうした註記に関しては、以上の
議論において詳細な研究がなされているが、『960 年聖書』の対観表については注目されること
はなかった。そもそも対観表の体系的な伝播関係を解明するためには、対観表の現存する膨大な
聖書写本を網羅して、広く考察する必要がある。これにはノルデンファルクも指摘しているよう
に、聖書のテキストと古文書学との緊密な協力が欠かせない 15。
そのなかでも、特定の地域の写本の伝播関係を指摘する上で、写本間の対観表の比較は有効で
ある。マックガークは対観表の構成や表番号を分析することで、9 世紀はじめのアイルランドの
『ケルズの書』（Dublin, Trinity College Library, MS A. I. (58)）および周辺の島嶼写本の伝播系統
の一部を明らかにした 16。また、『聖リウィウスの福音書』（Gent, Sint-Baafskapittel, Ms. 13）とサ
ンタマン修道院で制作された同時期の写本群との対観表の共通点を傍証とし 17、『リンディスファ
ーンの福音書』（London, British Library Cotton MS Nero D.IV）とカプア・サン・ビクトールの
フルダ写本（Fulda,The Monastic Library,Abb. 61）との対観表構成の共通点を挙げ、ノーサンブ
リアとイタリア南部の繋がりを指摘した 18。さらに、エウセビオスの対観表の番号の配置とその
番号の誤記に注目して、カロリング朝の主要な写本の伝播系統の位置付けに再検討を加えた 19。
マックガークのこれらの研究成果によって、聖書写本の類縁関係を検討する際に、対観表研究が
有効な手法であることが判明したのである。
　美術史の研究、とくに初期中世の聖書写本挿絵研究においても、先述したように対観表は主要
な装飾モティーフである。しかし、対観表を総合的に扱った研究は 1938 年のノルデンファルク
を推定した。Ayuso 1960, 5-24, 167-200, 271-309; Fischer 1961, 5-47, esp., 23-27. ガルシア・デル・フエンテは『960
年聖書』写本系統の特徴としてテオドルフの聖書の影響を指摘したフィッシャーを支持している。同写本ではウ
ルガタ訳、古ラテン語や第二正典、外典の影響とともに、新約聖書においてアルクィンの聖書との関連が指摘さ
れる。Fischer, op. cit., 11; García de la Fuente, op.cit., 272.
15　Nordenfalk, «The Eusebian Canon-Tables: Some Textual Problems», The Journal of Theological Studies, 35（1984）
（Nordenfalk 1984）rep. in Studies in the History of Book Illumination, London 1992. ノルデンファルクはネストレの
ギリシア語聖書の対観表の研究がネストレ以降ほとんどなされていない点を指摘し、聖書学との協力が切望され
る（desiderium）と明記している。Ibid., 10. ノルデンファルクはギリシア語聖書写本を型とするには基準がない
とも書いている。Ibid., 13.
16　P. McGurk, «Two Notes on the Book of Kells and Its Relation to Other Insular Gospel Books», Scriptorium, IX
（1955）, 105-7.
17　Id., «The Ghent Livinus Gospels and the Scriptorium of St.Amand,»  Sacris Erudiri, 14（1963）, 164-205, esp., 
168.
18　Id., «The Canon Tables in the Book of Lindisfarne and in the Codex Fuldensis of St.Victor of Capua,»Journal of 
Theological Studies n.s., pt.2（1955）, 192-198.
19　Id., «The Disposition of Latin Canon Tables», Philologia Sacra. Biblische und Patristische Studien für Herman J. 
Frede und Walter Thiele zur ihren siebzigsten Geburtstag, ed. Roger Gryson （Aus der Geschichte der lateinischen Bibel 24, 
2vols.）, Freiburg 1993. 242-258.
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の研究のみである 20。ノルデンファルクはアーチ装飾の形態によって、断簡を含む 39 の対観表作
例を分析し、3 つのグループに分けた後、エウセビオスによる最初の対観表の原型の復元を目的
に、対観表のページ構成によって写本の分類を試みた。この分類法は、外見的であり様式の分析
と厳密に一致をみるものではないと批判が加えられたが 21、以来、この研究に拠って個々の聖書
の対観表研究がなされている 22 ことにも鑑みると、ノルデンファルクの著作が今もなお基礎的な
研究であることに変わりはない 23。
 　『960 年聖書』の対観表研究においては、まずはフレンドが『ケルズの書』の対観表研究の際
に『960 年聖書』とそれ以前の作例である 920 年の年記を持つ聖書（Catedral de León, Cod.6、
以下『920 年聖書』）とを検討し、これらをもっとも対観表形式の原型に近いものとした 24。ウィ
リアムズが対観表の構成と装飾様式について論じ、ノルデンファルクを引きながら、そのペー
ジ構成にカロリング朝写本からの影響を、馬蹄形アーチや装飾にはメロヴィング朝写本の影響
を示唆し、枠組みの構造の細部の共通点から、東方の『ラブーラ福音書』（Firenze, Biblioteca 
Medicea Laurenziana, cod. Plut. I, 56）等のシリア語対観表との影響関係の可能性も示してい
20　Nordenfalk 1938.
21　ノルデンファルクは 4 世紀から 8 世紀までの、オリエント、シリア、アルメニア、ガリア、イタリアにわ
たる作例を収集し、エウセビオスによる、最初期の対観表の原型を探った。また、ラテン語対観表においても、
ページ構成の分析によって、ヒエロニムスによるギリシア語対観表が翻訳された頃の原型を求め、カロリング朝
のランス派の古代的な装飾をもつ対観表を指摘した。ヴェイヤールは、ノルデンファルクの、対観表構成の起源
を探索する方法とそれによって完成された対観表構成が必ずしも原型に近いとは言えない、という本質的な問題
点を指摘し、『ラブーラ福音書』をはじめ、5 写本の作例を残す、シリアの福音書がエウセビオスの原型に近い
のではないかと反論している。また、ノルデンファルクの分析の根拠としたページ構成については、装飾アーチ
とテキストが組合わず、残されている写本がある点、写字生と挿絵師が異なる点、などを挙げ、装飾とテキスト
が必ずしも合致しないと疑問を呈した。ヴェイヤールはトゥール派の福音書作例を示し、同じスクリプトリウム
におけるページの構成の差異が生まれる点も指摘している。M. Veillard, «Les canons d›évangéliaires de la Bass 
Antiquité», Cahiers archéologiques, 1, （1945）, 113-123. 
22　聖書のファクシミリ出版に際し、それぞれの対観表への解説が加えられてる。A. M. Friend Jr., «The Canon 
Table of the Book of Kells», Medieval Studies in Memory of A. Kingsley Porter, vol.1, New York 1939, 611-641; P. A. 
Underwood,  «The Fountain of Life in Manuscripts of the Gospels», Dumbarton Oaks Papers, 5 (1950), 41-138; 
R. Crozet, «Les représentation anthropo-zoomorphiques des évangelists dans l›enluminure et dans la peinture 
murale aux époques carolingienne et romane,» Cahiers de civilisation médiévale, 1 (1958), 182-187; E. Rosenbaum, 
«The Vine Columns of Old St. Peter›s in Carolingian Canon Tables,» Journal of the Warburg and Courtauld Institutes, 
18 (1955), 1-15; R. L. S. Bruce-Mitford, «The Canon Tables,» Das Buch von Lindisfarne (facsmil.), vol.2, London 2003, 
174-195; P. McGurk, «Canon Tables,» 52-56, Book of Kells (facsiml.), 1990.
23　ロワは「批判するにせよ参照するにせよ後の研究者が必ず戻るべき基盤となる研究」と評価している J. 
Leroy, «Nouveaux témoins des Canons d›Eusèbe illustrés selon la tradition syriaque,» Cahiers archéologiques, 9
（1957）, 117-140, esp., 117.
24　Friend, op.cit., 611-641.
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る 25。ウィリアムズ自身は対観表の考察はノルデンファルクを踏襲した対観表装飾の分類に終わ
り、その後の論考においても対観表の番号の分析に踏み込んでいるものではなかった 26。
3. 　対観表番号の配置
では、『960年聖書』の対観表の番号においては、具体的にどのような特徴が着目されるだろうか。
そもそも対観表の福音書の番号は、古代末期から中世初期の代表的なウルガタ訳写本より編纂し
たもの（ウェーバー版）27 と、ギリシア語の新約聖書に付記されている、ネストレが編纂した対
観表（ネストレ版）28 が、まず参照される。ノルデンファルクが指摘するように、言語を異にす
るそれぞれの版は、番号自体はほとんど変動を見せず、数箇所異なるのみである 29。これらと『960
年聖書』の対観表の番号を比較をすると、配置の特徴はネストレ版との間でより多くの一致をみ
た（表 1-6 参照、グレーの部分が共通する箇所である）。
①第１の対観表の比較、番号の配置（ヨハネの配置）がネストレ版と一致する。
【表１　第１の対観表　番号は左からマタイ、マルコ、ルカ、ヨハネ】
Weber Nestle 『960 年聖書』
300, 181, 270, 158 300, 181, 270, 79 300, 181, 270, 79
300, 181, 270, 79 300, 181, 270, 158 300, 181, 270, 158
314, 195, 291, 168 314, 195, 291, 166 314, 195, 291, 166
314, 195, 291, 166 314, 195, 291, 168 314, 195, 291, 168
25　Williams 1962, 143ff..
26　近年ではカロリング朝の影響についての見解を強めている Id., «The Bible in Spain», Imaging the Medieval 
Bible, Princeton 1999, 187-190.
27　 対観表のために使用された写本は『アミアティヌス写本』（Firenze, Biblioteca Medicea Laurenziana, 
Amiatino I , 8 世紀、ノーサンブリアで制作）、『ハーレー 1775 の福音書』（The British Museum, Harley 1775, 6
世紀､ イタリア）、サンジェルマンの『新約聖書』（BNF, lat.11553, 9 世紀、パリで制作）、『ダロウの書』（Dublin, 
Trinity College Library, 57.A.IV, 5, 7 世紀）、『カーバの聖書』である。ヒエロニムスによるウルガタはアルクィン
やテオドルフの校訂を経て、13 世紀にパリ聖書に採用された。その後、1546 年のトリエント教会会議での議論
を経て、1590 年には公式本文と認められた。この決定をしたシクストゥス 5 世の後を継いだクレメンス 8 世は
1592 年に発見しうる全ての聖書を回収し、別に公式版を発行した。この版が今日のカトリックの公認ラテン語
聖書となり、1907 年以降もベネディクト派によって改定が行われている。現在のウェーバー版の母体となった
新約聖書は 1899 年にオックスフォードからワーズワース主教とホワイトによる改訂版である。ウルガタ訳聖書
の対観表の一覧はフィッシャーらの協力を得て、シュトゥットガルトで 1969 年に出版された。D. Weber and B. 
Fisher （eds.）, Biblia sacra : iuxta Vulgatam versionem, 1994 （1969）, 1516-1526. 
28　ネストレは1908 年、ギリシア語訳聖書の対観表の総合的な整理を試み、もっとも古いギリシア語大文字聖
書写本（シナイ写本、アレキサンドリア写本、エフラエム写本、ベザ写本）の欄外や余白に記された番号を手が
かりとして、それにもとづきながら本文校訂を行った。しかしこれらの聖書写本に対観表は含まれていなかった。
E. Nestle, «Die eusebianische Evangelien-Synopsis», Neue Kirchliche Zeitschrift, 19（1908）, 40-51, 93-114, 219-232.; E. 
Nestle and K.Aland（eds.）, Novum Testamentum Graece, 1993（1965）, 85-89.
29　Nordenfalk 1984, 96-104.
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②第２の対観表では番号の総数はウェーバー版と同じであるが、配置の 2 箇所がネストレ版、1
箇所がウェーバー版と共通する（表 2）。
【表２　第２の対観表　番号は左から、マタイ、マルコ、ルカ】
Weber Nestle 『960 年聖書』
32, 39, 133 32, 39, 79 32, 39, 133
32, 39, 79 32, 39, 133 32, 39, 79
85, 55, 114　 85, 55, 88　 85, 55, 88　
85, 55, 88　 85, 55, 114　 85, 55, 114　
------------- 116, 25, 165 -------------
------------- 116, 25, 177 -------------
149, 60, 43 149, 66, 35 149, 66, 35
149, 66, 35 149, 60, 43 149, 60, 43
　③第３の対観表においてはその特徴が最もよく表れている（表 3）。ここでは、最も右の番号（ヨ
ハネ）の配置に際立った特徴がうかがえる。中央（ルカ）の番号は同じである。左の番号（マタ
イ）の変化に応じて、より合理的な形に書き換えている点が見受けられる。これはウェーバー版
には見られない特徴である。
【表 3　第３の対観表　番号は左からマタイ、ルカ、ヨハネ】
Weber Nestle 『960 年聖書』
111,119, 148 111, 119, 30 111, 119, 30
111, 119, 30 111, 119, 114 111, 119, 114
111, 119, 114 111, 119, 148 111, 119, 148
112, 119, 87 112, 119, 8 112, 119, 8
112, 119, 44 112, 119, 44 112, 119, 44
112, 119, 61 112, 119, 61 112, 119, 61
112, 119, 8 112, 119, 76 112, 119, 76
112, 119, 76 112, 119, 87 112, 119, 87
　④第４の対観表はほぼ一致をしている。ただ『960 年聖書』においてはマタイ 321・マルコ
201・ヨハネ 180 とネストレ版、ウェーバー版いずれにもない 1 行が追加されている。ヨハネの
180、すなわち 18 章 37 節 30 のピラトとイエスの会話は朱文字で記され、本来は第１の対観表に
そうあるべきヨハネが追加されている。　
　⑤第５の対観表では、ネストレ版と同じ 2 行が略され、さらに 1 行少ない（表 4）。
【表 4　第５の対観表　番号は左からマタイ、ルカ】
Weber Nestle 『960 年聖書』
116,157 ------------- -------------
116, 177 ------------- -------------
265, 157 265, 157 265, 157
266, 155 266, 155 266, 155
265, 157 265, 157 -------------
30　そこでピラトが、「それでは、やはり王なのか」と言うと、イエスはお答えになった。「わたしが王だとは、
あなたが言っていることです。わたしは真理について証しをするために生まれ、そのためにこの世に来た。真理
に属する人は皆、わたしの声を聞く。」
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⑥第６の対観表にも、ネストレ版との共通点が見られた（表 5）。
【表 5　第６の対観表　番号は左からマタイ、マルコ】
Weber Nestle 『960 年聖書』
87, 139 ------------- -------------
　⑦第 7、第 8 の対観表には大きな違いはないが、第 8 の対観表のマルコとルカの番号がいずれ
の版とも左右逆に配されている。福音書の順番ではマルコ、ルカであるが、ネストレ版、ウルガ
タ版では「ルカ、マルコ」の順で並べられている（後述）。
　⑧第 9 の対観表の配置はもっとも多くネストレ版との共通点を見せる（表 7）。ヨハネの番号
に多少ばらつきは見えるものの、ルカの番号が一致している。右側のヨハネの番号で順番を揃え
ていると想定されるウェーバー版とは対照的に、ネストレ版と同様、ルカの番号で揃えているこ
とが伺える。
【表 6　第 9 の対観表　番号は左からルカ、ヨハネ】
Weber Nestle 『960 年聖書』
303, 190 303, 186 303, 140
307, 190 303, 190 303, 182
312, 190　 303, 186 303, 186
303, 186　 307, 186 307, 182
307, 186 307, 186 307, 186
312, 186 307, 190 307, 182
303, 182 312, 182 312, 190　
307, 182 312, 186 -------------
　⑨第 10 の対観表では大きな差異はなかったが、マルコ福音書の章分けの総数はネストレ版と
同様、ウェーバー版より一つ多い 234 であった。これは『960 年聖書』ではマルコの 16 章 14 節「そ
の後、十一人が食事をしているとき、イエスが現れ、その不信仰とかたくなな心をおとがめにな
った。」の箇所に該当する番号が置かれている。この章分けはネストレ版の補遺によれば、コイ
ネー写本の系統に由来する 31 ものであるという。
4. 　番号の重複箇所と『960 年聖書』
　これらのネストレ版との共通点は、対観表の番号の重複箇所にも及んでいる。『960 年聖書』
では、ヨハネによる福音書の 12 章 2-8 節、対観表の章分けでは「98」にあたる番号は、第 4 の
対観表に記されている 32。ノルデンファルクの指摘に従うなら、これはウルガタ系列の他の写本
31　『960 年聖書』Novissime recumbentibus illis undecim apparuit（f.419）行冒頭である。
32　ただし『960 年聖書』においては、第一の対観表の同箇所は磨耗して確認がとれないが、テキストの余白に
記された対観表の番号においては、ヨハネ 98 は第 1 の対観表とされており、両方に掲載されていた可能性も考
えられる。
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群とは一線を画す特徴であると言える。少なくともノルデンファルクの挙げたカロリング朝の写
本の第 1 の対観表では 98 番が記されている 33。この番号は、ウェーバー版では第 1 と第 4 の対観
表に併記されている。その内容はベタニアで香油を注がれる場面（マタ 26:6-13, マコ 14:3-9, ル
カ 7:36-50, ヨハ 12:2-8）であり、女はマタイ、マルコ、ルカの福音書では匿名であるが、ヨハネ
福音書においてのみ「ラザロの兄弟マリア」とされている。エウセビオスはこれを同じ女とみな
して、この個所を第 1 の対観表に置いた。しかし、女が油を注ぐという行為に対する弟子たちや
人々の反応が、マタイ、マルコ、ヨハネの書では続いて記されているため、エウセビオスはマタ
イとマルコの記事に関しては章を分けた。その一方で、ヨハネの記事に対しては同一の章「98」
を当てている。そのためにヨハネの番号 98 は、第 1 のほか第 4 の対観表にも登場する。ノルデ
ンファルクはこれは単にエウセビオスが見落とすか無視したものと推定している 34。ウェーバー
版もネストレ版もこの重複を一覧表でも章立てにおいても併記しているが、ノルデンファルクは
このように重複して記している写本はない、と指摘している 35。実際、ウェーバーによって参照
された『ハーレー 1775 の福音書』およびフルデンシス写本（Aa.11）では第 4 の対観表にのみ書
かれ、他のアミアティヌス写本をはじめとする古い写本では、第 1 の対観表にのみ記されている。
そして、第 4 の対観表にのみ記されるパターンがネストレの校訂したギリシア語写本群に引き継
がれている。この特徴が『960 年聖書』に見られることは興味深い。
　他の共通する重複箇所は二箇所である。それらはマタイ 12：9-13 とマルコ 13：9 であり、番
号はそれぞれマタイ 116 とマルコ 139 である。マタイ 116 はウェーバー版においては第 2 と第 5
の二箇所に置かれるが、ネストレ版では第 2 の対観表にのみ置かれている。この点でも『960 年
聖書』はネストレ版に共通する。この特徴はウェーバー版のほうが多数派であることがノルデン
ファルクによって確認されている 36。
33　Nordenfalk, 1938. ノルデンファルクの図版に挙げられたブリティッシュ・ライブラリー Add.5463, 5465, 
Harl.2795, Harl.1775; アーヘン、司教座宝物館、ケルン、司教座図書館 cod.12; マンチェスター、ジョン・ライラ
ンド図書館 lat.10; ヴァティカン、使徒図書館 vat.lat.380; パリ、国立図書館 lat.256, lat.9380, lat.8850; トリーア司
教座図書館 cod.61/13; ル・ピュイ大聖堂図書館蔵、ゲント、サン ･ バフォン図書館蔵、ミュンヘン、バイエルン
国立図書館 Clm14000（『ザンクト・エンメラム黄金聖書』）、27270,17011, 3802, 29327, 15408, 6212 の対観表は明
らかなミスを除いて、すべてウェーバー版と共通の配置であった。
34　第 1 の対観表での番号はマタイ 276、マルコ 158、ルカ 74、ヨハネ 98 である。
35　Nordenfalk 1984, 103.
36　マタイ 116 は 12 章 9-13 節、安息日に手の萎えた人を癒すエピソード。マルコの 25（3：1-6）、ルカの 42（6：
6-11）に対応している。すなわち第 2 の対観表のマタイ、マルコ、ルカに共通する箇所である。しかし同時にウ
ルガタ版では、116 はルカの 165（13：14-16、安息日に腰の曲がった婦人を癒す）と 177（14：3-6、安息日に水
腫の人を癒す）、いずれも安息日にあえて癒しを行っている。癒しを行うという共通点から厳密に判断すれば、
第 2 の対観表に配置すべきであり、ノルデンファルクは 116 を第 2 に置くウェーバー版が、この点において、ラ
テン語対観表ばかりではなく、ギリシア語や東方の対観表（例えばアトスの Stavronikita 43; ヴァティカン図書
館 gr.364; Erevan, Matenadaran,2374 など）においてもしばしば見られるとしている。しかし、テキストの余白
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　また、マルコ 13937 は、ウェーバー版では第 1 と第 6 の対観表に置かれたが、ネストレ版では
第 1 の対観表にのみ置かれている。マルコ 139 は四つの福音書に共通し、第 1 の対観表に引いた
ネストレ版が正しい。『960 年聖書』はこの点においてもネストレ版と共通している（表 7）。
【表 7　マルコ 139 の重複箇所　表は第 1 の対観表、番号は左からマタイ、マルコ、ルカ、ヨハネ】38
　
Weber Nestle 『960 年聖書』 『920 年聖書』
------------- 87, 139, 250, 141 ------------- -------------
------------- 87, 139, 250, 146 88, 139, 250,146 88, 139, 250,146
244, 139, 250, 141 244, 139, 250, 141 ? -------------
244, 139, 250, 146 244, 139, 250, 146 ? -------------
87, 139（第 6 の対観表） ------------- ------------- -------------
　エウセビオスは、マタイ福音書を中心に対観表を組み立てたため、基本的にマタイの番号は昇
順であるが、マルコ、ルカ、ヨハネの順番には細かい考慮はなされなかった。そのため、とくに
ヨハネの番号の配置がランダムに残される傾向がある。ノルデンファルクはこの事実から、ヒエ
ロニムスがラテン語訳をする際に、自身では対観表を作成せずに、ギリシア語写本から対観表を
引用したのではないかと考え、さらにこの傾向が濃いウェーバー版に属する聖書群が原型に近く、
ネストレ版は、より注意深い後世の編集者によって重複箇所等が修正されたと結論している 39。
総じて、ネストレ版のほうがより規則的に数値を配しており、『960 年聖書』も重複する番号を
削って総数を少なくするなど、合理的に数を整える傾向が伺える（表 6）。しかし、表 3 にみら
れるような、ネストレ版と共通する一見無秩序な番号の配列は何を意味するのだろうか。『960
年聖書』のテキストは、一部古ラテン語が用いられてはいるが、基本的にはウルガタ訳の写しで
あるので、多くはカロリング朝写本がそれに従うのと同様、ウェーバー版の配列に一致すると予
想される。『960 年聖書』が対観表の番号を独自に並べ替えたのであれば、ネストレ版に採用さ
れた対観表と共通する番号配置を持つ写本を参照した可能性があったのではないだろうか。
　そもそもネストレ版の対観表は、先述したように「出版されたギリシア語写本」に掲載された
対観表に遡るが、これはもともとはエラスムスの聖書の第二版（1519）を中心として改訂された
には、ギリシア語写本とほとんどのラテン語写本が第 2 対観表のみを記している。『960 年聖書』においても同
様である。一方で、『アミアティヌス写本』、9 世紀の『サンゲルマネンシス』（Paris, BNF, ms. lat. 11553）など
は例外的に第 5 に属するものもある。Nordenfalk 1984, n.8.
37　マタイ 244（87）、マルコ 139、ルカ 250、ヨハネ 141（146）の共通箇所はマタイ（24：9-10）の「迫害の予告」
である。
38　ヨハネの 141 はテキスト本文の欄外表記では第 1 の対観表に属している。88 はテキスト本文の欄外の表記で
は第 10 の対観表となっており『960 年聖書』および『920 年聖書』の 88 の表記は誤記と思われる。
39　Nordenfalk 1984, 103-104.  
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版に拠っている 
40
。1516 年の初版において、エラスムスは新約聖書全体を含む写本が入手できな
かったため、6 冊ほどのギリシア語の小文字写本を使用した。ギリシア語バーゼル図書館蔵番号
2 の福音書が主に本文に使用され、それらの写本においてもっとも古い 10 世紀の作例はほとん
ど参照されかったとも考えられている 41。それらのギリシア語写本は、4 世紀頃に成立した写本の
分派が混合して成立した新しい型であり、テキストはコンスタンティノポリスで改訂されてでき
た混合本文と考えられるに留まり、聖書本文批判の分野では、原文から離れた新しい写本として
あまり重要視されていない 42。それゆえに、現時点では、エラスムスのギリシア語写本に関しては、
ビザンティン写本を中心に、後世の大文字写本および、大多数の小文字写本の元となったいわゆ
るコイネー型と呼ばれるギリシア語の小文字写本ということしか手がかりがない。
　『960 年聖書』と、これらの 10 世紀頃に遡るギリシア語聖書写本との関連を指摘することは至
難の業である。しかし、対観表の番号に限れば、今まで指摘されてきた『カーバ聖書』をはじめ
とする代表的なウルガタ訳聖書の伝統からして、少なくとも『960 年聖書』の対観表は外れるこ
とになる。対観表の数字の変更には一面「合理化」される傾向もあって、重複箇所が削られ、ラ
ンダムな数値が消えたということがあったのかもしれない。この校訂の段階で、合理化された対
観表を持つ可能性のあるビザンティン経由のギリシア語写本となんらかの接触があったことも否
定はできないだろう。
　無論、ネストレ版に編纂されたギリシア語写本と、ラテン語写本であるウェーバー版との比較
検討そのものに、どういった意味があるのか、個々の写本の配置を詳細に比べることなく結論を
出すことは難しい。ノルデンファルクは、ウェーバー版に掲載、採用されたラテン語写本の多く
の配置の特徴が、ネストレ版に比べて数値の大小が考慮されていないことを指摘し、これらの不
合理はより古い対観表番号の名残であると想定した 43。この考察が有効であるならば、少なくと
も、『960 年聖書』ラテン語ウルガタ写本の伝統に連なるウェーバー版に採られた写本群とは異
なる配置を持っていることが指摘されるのである。
　写本テキスト研究に従えば、イベリア半島の対観表はウルガタ訳、すなわちウェーバー版に挙
げられた写本と多くが共通するはずである。これらの『960 年聖書』の配置の特徴は、同時代の
イベリア半島で制作された『クィシオの聖書』（10 世紀前半の作例、Madrid, Real Academia de 
la Historia, Cod.20）およびレオン大聖堂に所蔵される『920 年聖書』においても確認された（表
40　 Metzger 1992, 108ff.; D. Erasmus, Novum Instrumentum : Basel 1516 / Desiderius Erasmus. Kyoto, 1989., 
Facsimile reproduction. 永嶋大典「エラスムス編ギリシア語新約聖書（1516）——プロテスタント新約聖書の源
流——」1-10; 水垣 渉「エラスムス『新約聖書』Novum Instrumentum, 1516 解題」11-17。
41　エラスムスが参照したギリシア語の聖書写本は、1443 年にラグザのヨーハン・フェリクス枢機卿が、バーゼ
ルのドミニコ会修道院に寄贈したもので、そのうちの一点は福音書写本（バーゼル大学図書館、2e 番写本）で、
余白にエラスムス本人の書き込みが残されている。Metzger, op.cit., 102-3.
42　Ibid., 131.
43　Nordenfalk 1984, 13ff.
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8、9）。
【表 8　第 3 の対観表、共通箇所の比較　※ヨハネのみ】
Weber Nestle 『960 年聖書』 『920 年聖
書』
『クィシオの聖
書』
148 30 30 8 30
30 114 114 30 114
114 148 148 114 148
87 8 8 148 8
44 44 44 44 44
61 61 61 61 61
8 76 76 76 76
76 87 87 77 77
【表 9　第 9 の対観表　番号は左からルカ、ヨハネ】
Weber Nestle 『960 年聖書』 『920 年聖書』 『クィシオの聖
書』
303, 190 303, 186 303, 140 303, 160 303, 160
307, 190 303, 190 303, 182 303, 182 303, 182
312, 190　 303, 186 303, 186 303, 186 303, 186
303, 186　 307, 186 307, 182 307, 182 307, 182
307, 186 307, 186 307, 186 307, 186 307, 186
312, 186 307, 190 307, 182 312, 182 312, 182
303, 182 312, 182 312, 190　 312, 186 312, 186
307, 182 312, 186 ------------- 312, 160 312, 160
　『960 年聖書』と『920 年聖書』、『クィシオの聖書』の対観表番の差異はごく僅かであるが、以
下の第 1 の対観表は最も特徴的な箇所を示している。とくにマタイの番号は、ウェーバー版とも
ネストレ版とも異なるものである（表 10）。
【表 10　第 1 の対観表のマタイ（左）とヨハネ（右）】
Weber Nestle 『960 年聖書』 『920 年聖書』 『クィシオの聖書』『カーバ聖書』
70, 120 87, 146 88, 146 87, 96 87, 146 78, 96
98, 111 98, 40 98, 40 68, 10 68, 10 68, 120
98, 40 98, 111 98, 115 68, 91 68, 91 68, 111
98, 144 98, 120 98, 120 68, 120 68, 120 68, 120
98, 129 98, 129 98, 129 68, 129 68, 129 68, 129
98, 131 98, 131 98, 144 68, 114 68, 114 68, 114
98, 144 98, 144 98, 131 68, 131 68, 131 68, 131
　マタイの番号 98 はローマ数字では XCVIII であり、LXVIII（68）とすべきところを、書写の
段階で間違えたと思われる。テオドルフの聖書とアルクィン系列のウルガタ聖書には、この間違
いは見られないことから、『カーバ聖書』経由である可能性が高いだろう。また、40 の番号 XL
と X（10）もまた、右の L が抜けたものであろう。さらに 146 と 96 は CLXVI と XCVI であり、
これらのミスはいずれも C と L の脱落で起こりうるものである。ここから考えられるのは、『920
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年聖書』と『クィシオ聖書』はごく近い対観表テキストを使用したということである。さらに『960
年聖書』と『920 年聖書』、『クィシオの聖書』はこれ以外の箇所では、ミスを除いてほぼ一致し
ているため 44、「98」と表記されている『960 年聖書』は、別系統のテキストを写したものか、あ
るいはそれを参照して対観表を修正した可能性がある。『960 年聖書』の対観表では、対観表の
番号はより整えられ、重複箇所（第 1 の対観表におけるヨハネ「98」など）が削られたほか、ネ
ストレ版にしかないマルコの 234 が対観表においても、また聖書本文においても注記されるなど、
ギリシア語写本との関係もうかがわせる。まさに『960 年聖書』において、コイネー写本の元と
なったビザンティンで流布した小文字写本の影響を受け、対観表の文字列が見直されたのではな
いだろうか。『960 年聖書』の対観表ページ構成は独自の 17 ページ構成であり、カロリング朝の
16 ページ構成を参照したとも考えられるが、この構成もまた、他に例をみない。また、その装
飾である福音書記者像の表現にも独自の工夫が見受けられる。この編纂時に、番号もまた見直さ
れ、修正された可能性はあるだろう。
おわりに
　『960 年聖書』をはじめとするイベリア半島の写本においては、マックガークに代表される本
格的な対観表分析 45 は、作例が乏しいことを理由に、これまで検討されることがなかった。しか
し『960 年聖書』をはじめ、一部のイベリア半島の対観表は、ウルガタ訳聖書の代表的な対観表
とは番号表記を異にするのである。聖書のテキストと対観表の番号とが別々に伝播した可能性も
勿論あるだろうが、少なくとも対観表においては『920 年聖書』、『960 年聖書』、『クィシオの聖
書』は近しい関係にあり、さらにそれらが修正されたものであることが今回の分析で再確認でき
た。また、ネストレ版の元になったギリシア語写本の対観表との対観表の共通点は、図像の類似
以外に有効な証拠がないために仮説に留まっている、『960 年聖書』の旧約聖書挿絵とビザンテ
ィン写本との類似関係 46 においても、改めて注目されるところだろう。
　これらのイベリア半島聖書に特異な点をもうひとつ挙げるならば、第 8 の対観表において『カ
ーバ聖書』、『920 年聖書』、『クィシオの聖書』、『960 年聖書』のいずれも、本来、「ルカ、マルコ」
の順で配置されるべき箇所が、「マルコ、ルカ」の順に並んでいる。これは表中の各福音書のタ
イトルのみならず、その下の番号全ての配置に関わる変更であり、2 行の数列をそのまま写し間
違えるという誤りは、簡単には起こりえないことのように思われる。そもそもヒエロニムスの序
44　第 1 の対観表ではその後ヨハネの 4 箇所（79, 158, 168, 165）、第 2 の対観表ではマルコの 5 つの並び（124, 
25, 27,33）、ヨハネの並び 2 箇所（88、114）が共通している。
45　マックガークによって島嶼写本を含むメロヴィング朝、カロリング朝写本を中心とした 75 写本に渡って対観
表の番号の分析がなされている。McGurk, op.cit., 256-258.
46　F. Mütherich, op.cit.
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文においてもエウセビオスのカルピアノスへの手紙においても「8 番目はルカとマルコの比較で
ある」と明記され、ネストレ版、ウェーバー版はもとより、管見の限り、他の対観表にもこの順
番は見当たらない。唯一例外があるとするならば、それは右から左へと言語が書かれるシリア語
の対観表 47 である。言語は異なるものの、これらの対観表とは装飾要素の建築モティーフとの共
通点が指摘されている点も興味深い 48。
　『960 年聖書』の対観表は福音書記者像による装飾においても大きな変革が見られたが、対観
表の番号もまた、それに伴なって大幅に修正がなされたのではないだろうか。執筆者は『960 年
聖書』と同様の対観表番号を持つ、ウルガタ聖書写本作例を未だ見つけることはできていない。
このことはまた、同写本の特徴を浮彫りにしているともいえる。対観表研究は端緒についたばか
りであるが、今後はイベリア半島の聖書写本をより精査してゆく予定である。 
47　代表的なシリア語 33 番対観表（Paris, BNF, syr.33, f.8）や『ラブーラ福音書』に共通する。
48　Williams 1962, 143ff..
